












国  際  協  力  機  構 

様 式 
主 管 部 長 文書管理課長 主 管 課 長  情報管理課長 図書資料室受付印 

 
 

     

収 集 資 料 リ ス ト 
平 成 17年 9月 19日 作成 

地  域 中央アジア 調 査 団 バクー市ムシュビク地区変電所改修計画 調 査 の 種 類 基本設計調査 作 成 部 課  

国  名 アゼルバイジャン 等 名 称  現 地 調 査 期 間 2005年 8月 28日～2005年 9月 21日 担 当 者 氏 名  

 
番号 資   料   の   名   称 形  態 版 型 ページ数 オリジナル

 

コピーの別 
部 数 収集先名称又は発行機関 寄贈・購入

(価格)の別
取扱区分 利用

表示
利用者

 

所属氏名
納入予定日 納 入

 
確認欄 

1 Power System of Azerbaijan 冊子 A4 134 オリジナル 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

2 Mushviq変電所のレイアウト図（220 kV開閉所） 図面 A3 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

3 Mushviq変電所の単線結線図（220 kV開閉所および対象変圧器） 図面 A3 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

4 Mushviq変電所の全体の単線結線図（但し 1980年当時） 図面 A2 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

5 バクー市の地図 地図 A1 1 オリジナル 1  購入      

6 バクー市内のロードマップ 冊子 B5 170 オリジナル 1  購入      

7 Rehabilitation – Rebuilding for the Future 冊子 A4 30 オリジナル 1 Agency for Rehabilitation and 
Reconstruction of the Areas 寄贈      

8 バクー市内の配電系統図 図面 A3 1 コピー 1 BARMEK MMC 寄贈      

9 アゼルエナジー公社の組織図 図面 A4 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

10 ムシュビク変電所の負荷データ 図表 A4 6 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

11 バクー市内の需要家数のデータ 表 A4 1 コピー 1 BARMEK MMC 寄贈      

12 ムシュビク変電所の主変圧器の基礎図 図面 A3 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

13 アゼルバイジャン全国の汚損レベルを示す図面 図面 A3 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

14 アゼルバイジャン全国の電力系統図 図面 A3 1 コピー 1 AZERENERJI JSC 寄贈      

15 Mingechaur Power Projectの Tender Documents (Volume III & IV) 冊子 A4 450 コピー 4分冊 AZERENERJI JSC コピー      

              

              

              

              
 

資料 6 収集資料リスト 



資料 7 事前事業計画表 

 1

事業事前計画表（基本設計時） 
1. 協力対象事業名 

アゼルバイジャン国 バクー市ムシュビク変電所改修計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

アゼルバイジャンの首都バクー市は、約 200 万人の人口を擁する中央アジア有数の大都市である。要請対
象のムシュビク変電所はバクー市の南西部に位置しており、同市のサバイル、ヤサマル及びナシミ地区に電力

を供給している。これらの地区には、同国の主要政府機関、商業施設、医療機関、教育機関などが集中し、バク

ー市人口の約4分の 1である55万人が居住しており、その内約6万人はナゴルノ・カラバフ地域からの国内避
難民である。 

同国の発電・送電・配電設備はその大半が旧ソ時代に建設されたものであるため、現在では老朽化がすす

んでおり、信頼性の高い送配電系統の整備が急務となっている。バクー市中心部への電力供給の要であるム

シュビク変電所の主変圧器（容量200 MVA×2台）も旧ソ連製であり、1986年の設置から既に約20年が経過し
ているため、老朽化による油漏れなどの問題が発生している。さらに、近年の好調な経済状況を反映したバク

ー市内の建設ラッシュによる電力需要の急激な増加により、このままでは数年後にその定格容量をオーバーす

ることが予想されており、最悪の場合、ムシュビク変電所全体の停止により、バクー市中心部に広域停電が発生

する恐れがある。 

現状でも、冬期のピーク時の電力負荷は既に 1台分の主変圧器容量（200 MVA）をオーバーしているため、
そのような状況下で1台でも主変圧器の故障があれば、負荷制限のための計画停電を強いられることとなり、政
府、医療、教育機関などの公共サービスに多大な影響を及ぼすことはもとより、暖房・炊事などの地域住民及び

国内避難民の冬場の生活基盤に甚大な影響を及ぼすこととなる。 

また、アゼルエナジー公社の旧式化・老朽化した設備の運営・維持管理にかかるコストは年々増加している。

しかし、電力料金の逆ザヤなどの問題により同公社の財政状態が逼迫していることから、ムシュビク変電所を所

管するバクー市高圧電力網運用会社に割り当てられている維持管理予算では、スペアパーツの購入や機器の

補修にかかる費用は捻出できても、旧式化・老朽化した機器を更新する余裕はない。 

さらに、更新対象の主変圧器は老朽化のために度々絶縁油の油漏れを起こしている。その変圧器の周囲に

は漏れた絶縁油を遮断するための防油堤は設備されているものの、それらは簡易なコンクリートブロック製でい

たる所に隙間があるため、土壌汚染の危険性を常にはらんでいる。 

このような状況を鑑み、2003 年 12 月、アゼルバイジャン政府はわが国に対して無償資金協力による容量増
加を含む主変圧器の改修を要請した。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 
① バクー市の中心部に電力が安定供給される。 
② 低所得者層である国内避難民が電気を利用することができる。 
裨益対象：バクー市のサバイル、ヤサマル及びナシミ地区の住民（国内避難民を含む） 
裨益人口：約55万人（このうち国内避難民は約6万人） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 
① バクー市の変電設備容量が増加する。 
② バクー市における負荷制限を含む計画停電の危険が回避される。 
③ バクー市における変電設備の運営・維持管理コストが低減される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 
① 250 MVA主変圧器2台を調達し据付ける。 
② 主変圧器に付属する 10 kVキュービクル、防火装置、制御・保護継電器盤などを調達し据付ける。 
③ 上記設備の運営・維持管理を実施する。 
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(4) 投入（インプット） 
ア. 日本側（＝本案件）：無償資金協力 8.70億円 
イ. 相手国側： 

1) 調達設備の据付用地 
2) ムシュビク変電所のメインゲートの撤去・復旧（調達機器の搬入路） 
3) 工事時の停止の取得と必要であれば負荷制限の実施 
4) 設備の運営・維持管理に必要な人員及び経費 

(5) 実施体制 
実施機関：アゼルエナジー公社 送変電統括部 
主管官庁：産業エネルギー省 電力局 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 
アゼルバイジャン国 バクー市 

(2) 概要 
バクー市のムシュビク変電所における主変圧器（250 MVA×2台）の調達・据付、ならびに 10 kVキュービク
ル、防火装置、制御・保護継電器盤などの調達・据付 

(3) 相手国側負担事項 
① 調達設備の据付用地の確保 
② ムシュビク変電所のメインゲートの撤去・復旧（調達機器の搬入路の確保） 
③ 工事時の停止の取得と必要であれば負荷制限の実施 

(4) 概算事業費 
概算総事業費8.71億円（無償資金協力8.70億円、アゼルバイジャン国側負担0.01億円） 

(5) 工期 
詳細設計・入札期間を含め約21ヶ月を予定 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 
特に配慮する該当事項なし。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

経済・治安状況が悪化しない。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

特に該当事項なし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の事後評価に係る成果指標 
電力供給量の増加（MVA） 
 現状 

（2006年） 
プロジェクト実施後

（2008年） 
電力供給量 400 MVA 500 MVA 

(2) その他の成果指標 
主変圧器の容量不足による計画停電の回避（2020年まで：需要予測に基づいて） 

(3) 評価のタイミング 
2008年（プロジェクト終了時）以降 
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資料 8 主変圧器据付け位置の決定の経緯 

現地調査時に調査団はアゼルエナジー公社の送変電統括部の担当者及びムシュビク変電

所の所長等と主変圧器の据付け場所や切替え工程について協議を重ねた。その結果、ムシ

ュビク変電所の重要性を考慮して、停電時間を最短とするために、添付図に示すように、既設

変圧器にそれぞれ隣接する箇所に新規変圧器を据付け、順次接続を切り替える工法・工程を

採用することで一旦合意に至った。 

しかし、この案では、既存主変圧器が現在据え付けられている位置に新規主変圧器を据付け

る場合と比較して、主変圧器基礎の新設、母線に接続されている既設計器用変圧器の移設、

220 kV 断路器・避雷器の新設、接続のためのコンダクタや支柱の新設等が必要となり、総プ

ロジェクト費用が高くなる。そのためアゼルエナジー公社のチーフエンジニアから、図面

AZ_BM_04 に示すような既存主変圧器が現在据え付けられている位置に新規主変圧器を据

付ける案が提示され、同時にアゼルエナジー公社が責任を持って主変圧器切替え工事時の

停止を取得し、必要であれば負荷制限を実施するということで、調査団とアゼルエナジー公社

は合意に至った（テクニカルノート第 2.1項参照）。 
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